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→ 40 ＝ 26.25 ＋618.75 円 → 13.75 ＝618.75 円 →  1 ＝45 円→  5 ＝225 円 → A の値段は 225 − 20＝205 円です。

　0.02 km＋13 m − 40 cm＝20 m＋13 m − 0.4 m＝32.6 m
2.3 m＋32 cm − 120 mm＝2.3 m＋0.32 m − 0.12 m＝2.5 m
面積は 32.6 m×2.5 m＝81.5 m2＝0.815 a になります。

　右のような線分図になります。

 4 ＝18＋470 円 → 1 ＝ 4.5 ＋117.5 円

→ 5 ＝ 22.5 ＋587.5 円→  6 ＝ 22.5 ＋547.5 円

→ 1 ＝ 3.75 ＋91.25 円 →  7 ＝ 26.25 ＋638.75 円
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30ポイント（答えの例）
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46ポイント（答えの例）
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（図 2）
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（図 3）

（1）

（2）

（3）　（図 2）の区切り方のポイントは 3＋6＋6＋8＝23 に

なり，（図 3）は 2＋6＋15＋12＝35 になります。

　（1＋2＋3＋4）×2＝20，（1＋2＋3＋4）×3＝30 にな

ることを利用すると，ポイント 20，30 の区切り方は

上図のようになります。

　「4」は縦長に置くと，各行の種類が 1 種類ずつ増え

（1）

（2）

（3）

ます。「7」や「5」は形も向きも 1 通りに限られ，できるだけ上部に置くとよいでしょう。下部はできるだけ種類が多

くなるようにします。色々と試すとよいでしょう。ポイントがなるべく大きい区切り方の例は上図のようになり，

ポイントは 3＋8＋15＋20＝46 になります。
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（1）（a）（b）（c）の答え
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　のぞみさんは，道          を
A → B → A → B（2 回目）

   → A → B → A（3 回目）

   → B → A → B（5 回目）

   → A → B → A（6 回目）→ … と進みま

す。右のグラフのタテ軸の中間地点が，

2 回目に B，5 回目に B，8 回目に B に

着いたときを表します（答えは下図）。ま

た，のぞみさんが 8 回目に B に着いたときに，ひかりさんを追いこすので，ひかりさんのグラフは下図の通りです。

　グラフより，のぞみさんが 2 回目に B のときにひかりさんは 1 回目に B，のぞみさんが 5 回目に B のときにひか

りさんは 3 回目に B，のぞみさんが 8 回目に B のときにひかりさんは 5 回目に B に着きました。

　同時に出発してから，のぞみさんが 8 回目に B に着くまでに          ×5 進み，ひかりさんが 5 回目に B に着くま

でに　　   ×3 進むので，2 人の速さ比は 5：3 です。のぞみさんが 2 回目に B（　       ＝5），ひかりさんが 1 回目に

B（　＝3）とすると，のぞみさんが 5 回目に B（　　  ×3＝15），ひかりさんが 3 回目に B（　　         ＝9）がわかります。

    ＝3，     ＝1，    ＝1 なので，3 つの道の長

さ比は 3：1：1 になります。

　グラフの☆のとき，こだまさんがはじめ

て A につき，のぞみさんと A で出会います。

のぞみさんが          ×2＝10，こだまさんが

       ＝4 進むので，速さ比は 5：2 です。3
人の速さ比は 5：3：2 になります。

　グラフの★のとき，ひかりさんがAに着き，

A

ひかり

4 5
の道
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その後に     を通って B に向かいます。こだまさんは B から      を通って A に向かっており，ちょうど       の地点に

います。右のような状況で，残りの      の道を 3：2 に分けた場所

で 2 人は初めて出会います。それはひかりさんが A から     ×     
＝       進んだ場所です。答えは「道     の地点 A から      の地点」と

表せます。
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　真上から見ると，三角形 ABC は角 A＝90 度，角 B＝60 度，角 C＝30 度なので，

平面 QTUR の三角形 KBC の角 K は 90 度，角 B は 60 度，角 C は 30 度です。

三角形 KHC も 90 度・60 度・30 度の直角三角形（正三角形の半分）なので，HK：CK
＝1：2 → HK の長さは CK の長さの     倍です。

三角形 KBM（真上から見ると ABM）は AB＝BM＝AM の正三角形になり，辺の比が図

の通りになるので，HC の長さは HB の長さの 3 倍になります。C から QR と平行な

線を引き，QT と交わる点を D とします。三角形 KBH と三角形 CBD は相似な直角三

角形で相似比が 1：2 です。HK：DC＝1：2 なので，HK の長さは QR の長さの     倍
で，『直角三角形 AHK は正三角形 PQR を半分にした図形』だと分かります。

                                                   （答）ア 90，イ 60，ウ 30，エ      ，オ 正，カ 3，キ

　三角形 AHK   HK は正三角形 PQR の一辺の長

さの     （5 目盛り）で，AK は正三角形 PQR の高

さ（9 目盛り）と等しい長さです。

三角形 ABC　H は BC の長さ（12 目盛り）を 1：3
に分ける点で，（1）の『   』より，AH は正三角形の

一辺の長さ（10 目盛り）と等しくなります。
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